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「い じめ」 再考

一 「い じめ」 の 存在論的解釈 をめざして
一

野村　洋平 （龍谷大学大学院）

は じめに

　1980 年代に社会問題 として浮上 し てきた 「い

じめ」は 、 さまざまな視点か ら多くの 研究がな

され て きた。近年で は、「い じめ」研究の 25 年

間を総括するよ うな研究も出 て きて い る。本発

表で は、まずこれまで行われて きた 「い じめ」

研究を概観する 。 そして、学校における相互作

用論的な視点や学校制度の問題か ら論 じられて

い た 「い じめ」 に対 して、存在論的な視点を導

入する こ とによ っ て 、「い じめ」が人間の本質に

関わる問題である こ とを論じる。

1 ．これ ま で 「い じめ」 研究につ い て

　1980 年代に社会問題 として注 目を集めて き

た 「い じめ」 を振 り返 っ てみた時、当時か ら現

在まで の約 25 年間に重要なポイ ン トとなる 「い

じめ」 事件をい くつ か上 げる こ とが で きる。 

1979 年に埼玉 県上福岡市で起 こ っ た林賢
一

く

ん の 事件 、  1986 年に東京都中野区で起こ っ た

鹿川裕史くん の事件、  1994 年に愛知県西尾市

で起こ っ た大河内清輝くんの 事件、  2000 年に

愛知県名古屋市で 起こ っ た少年に よ る 5000 万

円恐喝事件、 これ ら 4 つ の事件は、社会的に大

きな衝撃を与え、「い じめ」がもっ て い る深刻な

問題を人 々 に突きつ けた 。

　 これ らの事件を研究する際、分析の 中心 とな

っ た の は 、 子 どもたち同士 の 関係や 、 教師 ・親 ・

子どもたちの相互作用を詳細に見てい くこ とで

あっ た り、学校組織や教育制度の持つ 問題点を

見て い く こ とであ っ た りした。そして 、そこ か

ら代表的な 「い じ め」 の定義や 、 継続的研究か

ら明 らかにな っ た 「い じめ」 に関わる子 どもた

ちの 特徴が確立 された。

　また、25年間を振 り返 っ て みた時、先に上 げ

た 4 つ の 「い じめ」 事件 の 特徴 の 変遷を考える

こ とも可能で ある。  の事件で 「い じめ」 にあ

っ て い た林くん の場合、 林くんが在日朝鮮人で

あ っ た とい う烙印が 「い じめ亅 の根拠 とされ、

  ・  の 事件で は学校で はお となしく、教師の

目か らも目立 っ た と こ ろの 見 られ ない 生徒が

「い じめj にあ い 、  の 事件で は 「い じめ」 と

定義 し てよい の かわか らない ほ ど事件が犯罪化

して い る。〈排除 → 拘束→ 犯罪化〉 とい うよ う

に 「い じめ」 事件の特徴が変遷 して い っ た こ と

を とらえる こ とが で きる 。

2 ．「い じめ 」 の本　を考えるための一　点

　さま ざまな 「い じめ」 につ い て の 研 究や 「い

じめ」研究の 総括を考慮に入れ、現代の 社会に

おい て 「い じめ」 を見て い く時に、次の 2 っ の

視点が今後重要になっ て くる と思われ る。

　 1 つ は 、
「い じめ」を学校内部だ けの 問題で は

な く、学校 を越えた広 い 視野と長い タイム ・ス

パ ン とで 見 て い く視点で ある 。
「い じめ」の 犯罪

化 に見られ るよ うに、「い じめ」は学校を越えて 、

社会生活の あらゆる場所 に生 じて くる可能性 の

ある問題で あ る （例えば、近年で は会社の 内部

などで も「い じめ」現象が起こ っ て い る）。 また、

時間的な視点で 見れば、「い じめ」を受けた子 ど

もた ちは 、成長す る過程で 、か つ て の 「い じ め」

経験を トラウマ として 自らの 内に抱えて 大人に

なっ て行かなければならない （例えば、近年社

会問題 として頻発 して い る幼児虐待を行う親に

は、「い じ め」の経験を受けた者が少な くない ）。

　 2 つ 目は 、 第 1 の 視点 とも深 く関わるもの で

あるが、人間関係、組織、制度とい っ た社会内

の横軸を中心 とした視点だけでなく、「い じめ」

とい うもの に内在すると思われ る、人間の本質

に関わる視点 、
つ ま り横軸を常に貫 い て ゆく ＜

存在 〉 とい う縦軸 を考えて い くこ とで ある。
「い じめ」 を抱えて い る集団の外部か ら 「い じ

め」 が見えに くくな っ て い るだ けで な く、その

集団の 内部にい る者たちに とっ て も 「い じめ」

が分か らな くな っ て い る とい う時、そこ には 「い

じめ」 が く存在 〉 とい う人間の深層にか か っ て

きて い る と言わ ざるを得ない だろ う。

　以上 に述 べ た重要性を提示 した こ とには、大

きな根拠がある 。 そ の 根拠の
一

つ は、ル ネ ・ジ

ラ
ール が提示 した 「三 角形的欲望」 の 理論に存

する 。 ジラ
ー

ル は、「人間が他者の欲望を模倣せ

ざるを得ない 存在である」 とい うこ とを文学研

究か ら引き出した。例えば、ある兄弟が い て 、

そ の 兄弟におなじお もちゃを与 えた として も、

弟は兄が持 っ て い るお もちゃ （対象）を同じも

の とは考えず、兄 の持 っ て い るお もちゃ を欲し

が っ て しま う。ある対象に向けて強い欲望 を持
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っ て い る者 （兄）を、それを見て い る者 （弟）

は模倣せ ざるを得ない。こ こ で欲望を持 っ た 二

者 （兄弟）は、モ デル ＝ライヴァル 関係にあ り、

常にお互 い の欲望を監視 し、時にはそ の欲望を

巡 っ て 両者の 問にい さか い が起きる 。 こ の、ジ

ラ
ール の 「三角形的欲望」 の 理論に基づ い て、

亀山佳明は、学校内で 生 じる 「い じめ」 を、教

師と生徒との 間にもた らされる 「三 角形的欲望」

の昂進 とい う視点か ら論 じた。

3．〈存在〉 に 艮をお ろ　 「い じめ

　ジラ
ー

ル は、「三角形的欲望」が昂進する人間

関係の 中にお い て は 、 欲望や嫉妬とい っ た潜在

的暴力が渦巻 くと した。こ の欲望や嫉妬をさら

に考えて い くならば、マ ッ ク ス ・シ ェ
ー

ラ
ー

が

提唱 した 「ル サン チ マ ン 」の理論に行き当たる。

　シ ェ
ー

ラ
ーは 「．iU サ ン チ マ ン ユとい う語 には、

「（1）他者に対する
一

定の 情緒的な反作用が く

り返 しもちこ され、生きの こ り （そ の情緒なら

びにそれに 「対応」 したな りゆきが、たんに思

い 出され る とい うの で はなく、情緒 自体が再体

験される とい うこ とを意味する）、反作用 を通 じ

て さきの情緒が人格の 中心部へ 深まりゆき、沈

んで い くとともに 、 その人間の表現域、行動圏

か らは次第 に遠 ざか っ て い く、とい う性質」

「（2 ）（ル サ ン チ マ ン とい う）情緒の 性質が否

定的なもの で ある こ とを含意する、すなわち、

敵意を抱く性質の 動きを含んでい る」 とい う2
つ の 要素が含まれ て い る とい う。「ル サン チ マ

ン」 を持っ た者は、相手か らの攻撃や敵意に対

して すぐに行動に は出ず、そ の相手に対 して 生

まれる憎悪 ・嫉妬 ・妬みなどを 自分の 内部に抑

制 して しま う。 また、反撃 した ときに生 じる相

手か らの再攻撃を予見 し、反撃をやめ、極度の

不能感、無力感を抱える こ とになる。

　これ らの特徴は 、
「い じめ」に関わる者た ちに

共通の 特性 として しば しば指摘されてきた こ と

で あるが、シ ェ
ー

ラ
ーの 「ル サ ン チ マ ン 」 論の

持つ 重要な点は、その 「ル サ ンチマ ン 」 が意識

の表面に留まらず、「人格 の 中心部に深 ま りゆ

き、沈ん で い く」 とい う点にある。こ の 点か ら

考えられる こ とは、い じめる者にしろ 、
い じめ

られ る者に しろ、「い じめ」に関わっ た経験を持

つ 者は、「い じめ」とい う具体的な場面を離れ て

も、その経験を 「再体験」 し、「い じめ 」 か ら生

じた感 清 （「ル サ ン チ マ ン」）をく存在〉の 内部

にまで根ざして しま うとい うこ とである 。 した

がっ て、「い じめ」に よ り自身の く存在〉 を大き

く傷つ け、それを抱えたまま生 きざるを得なく

なる。

4 ．存 論的 　 か ら えて くるもの

　人 々 の間にあ っ た差異 （地位や階層や経済的

格差）はか つ て ほ どな くな り、他者の 欲望する

もの が容易に自分自身の手に入 る と錯覚する よ

うな現代の 揚合、 人 々 は新たな差異や些細な差

異を求めた り、他者の持 っ て い るもの の価値を

「ル サ ンチ マ ン 」によ っ て貶めた りする こ とに

よ っ て 、「三 角形的欲望」や 「ル サ ン チ マ ン 」の

弊害を生み出して しま う。 貶めた他者 の 人格に

よっ て、相対的にしか他者に接する ことができ

ず、また、自己の く存在〉を認めな い で 、常に

本来の 自己や く存在 〉 か らの 逃走が起 こ り、自

分をごまかす こ とに もなる。

　 「三 角形的欲望亅、「ル サン チ マ ン 亅 の 昂進 し

た社会では、人々 はそこ か ら脱出する こ とは非

常に難 しい 。なぜ なら、〈存在〉 の 奥深 くに こ

の ような病理が巣くっ て い るか らで ある。しか

し、それで もなお、そ の 病理か らの 解放を目指

すの であるな らば 、 比較によっ て 現れ て くる相

対的な他者に立ち向か うの で はなく、エ マ ニ ュ

エ ル ・レ ヴィ ナ ス が言 っ たよ うな、「絶対的な他

者」に向か い合わなけれ ばな らな い
。

「絶対的な

他者」は私たちが貶めた り、包摂 した りしよ う

として もで きない者 とし て現われ る。したがっ

て、「他者」の く存在〉そ の もの によ り、私の 〈

存在〉 が揺 り動か され る。「他者1の 〈存在〉 を

そ の まま認める こ とは、「他者」の 〈存在 〉をい

かに貶めて い くかが、中心 となる社会ではなか

なか難しい
。

「他者」 の 〈存在〉は時に、不愉快

であ り、社会的悪で あっ た りする。しか し、そ

の 「他者」 の く存在〉 を認め、病理 的な シ ス テ

ム か ら生 じる欲望や、「ル サン チ マ ン 」とい っ た

感清を 「断念」 しない 限 り、悪循環を裁つ こ と

は で きな い 。そして 、その 「断念」 に基づ い た

時、「他者」の 〈存在〉 を認める とともに、本来
の 自己の く存在〉 をようや く認められるこ とに

なるの で ある 。

おわ りに

　存在論に よる 「い じめ」 の 解釈か ら、さらに

さまざまなこ とが検討で きると思われ る。例え

ば 、
「い じめ」 に存在論の 視点を導入すれば、

「い じめ」 が及ぼ した影響を継続して さらに分

析することが可能になり、また他の 社会問題（例

えば、幼児虐待やひ きこもりなど） とク ロ ス さ

せ た分析が可能とな るだろ う。 また、存在論の

視点か ら、他国との 比較を行えば、さらに 日本

の 「い じめ」 の 問題点や、他国 との 存在論にお

ける 「い じめ」 の 共通点 ・相違点が新たに発見

で きる と思われる。
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